
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
東

北
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
の
試
合
に
児

童
養
護
施
設
な
ど
の
子
ど
も
た

ち
を
招
待（
２
０
０
５
年
７
月
）

創
立
45
周
年
記
念
講
演
会

（
２
０
０
６
年
５
月
）

受
講
義
務
後
初
の
定
期
講
習
会

（
２
０
０
９
年
３
月
）

建
築
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

（
２
０
１
１
年
６
月
）

完
成
し
た「
み
ん
な
の
木
材
資
料

館
」（
２
０
１
６
年
３
月
）

七
ヶ
浜
町
に
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
寄

贈（
２
０
２
１
年
３
月
）

石
巻
市
と
地
震
災
害
時
の
応
急

対
策
活
動
協
力
に
関
す
る
協
定

締
結
式（
２
０
２
１
年
９
月
）

防
災
減
災
の
重
要
性
を
再
認
識
す

る
た
め
津
波
避
難
ビ
ル
を
見
学

（
青
年
部
）（
２
０
１
９
年
７
月
）

リ
フ
ォ
ー
ム
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

研
修
会（
２
０
１
７
年
８
月
）

み
や
ぎ
地
域
型
復
興
住
宅
連
絡

会
議（
２
０
１
１
年
10
月
）

創
立
50
周
年
記
念
式
典

（
２
０
１
１
年
12
月
）

み
や
ぎ
復
興
住
宅
整
備
推
進
協

議
会（
２
０
１
６
年
７
月
）

石
巻
市
で
の
木
材
加
工
施
設
見

学
ツ
ア
ー（
２
０
１
７
年
６
月
）

成長の軌跡に感謝、未来へ挑戦！
民の力を最大限に生かし
元気で躍動する宮城を

　一般社団法人宮城県建築士事務所協会が創立60周
年を迎えられるに当たり、一言お祝いを申し上げます。
　貴協会におかれましては、昭和36年の設立以来、
県内の建築士事務所の業務の適正な運営の支援をは
じめ、県民からの相談活動など建築主の権利保護にも
貢献されているほか、建築士法に基づく指定事務所登
録機関として建築士事務所の登録事務や指導を実施さ
れており、本県における建築文化の発展および公共の福祉の増進に大きく
寄与してこられました。また、木造住宅耐震助成事業による耐震診断の実
施や、宮城県建築物等地震対策推進協議会の活動などを通じて、建築行
政の推進に日ごろからご協力いただき、心から感謝と敬意を表します。
　東日本大震災の発生から間もなく11年が経過します。これまでの間、県
では、貴協会をはじめ、県内外の多くの方々からの多大なるご支援のもと、
全力で復旧・復興に向けて取り組んでまいりました。これまで多くのご支援
をいただいた皆さま方に心より感謝申し上げます。
　県では、平成19年３月に「宮城の将来ビジョン」を策定し、県政運営の理
念「富県共創！活力とやすらぎの邦（くに）づくり」の実現に向けさまざまな事
業に取り組み、「県内総生産10兆円への挑戦」については順調に推移した
一方、少子化対策などについては、多様化する社会ニーズに柔軟に対応
していく必要があります。
　また、平成23年10月に策定した「宮城県震災復興計画」においては、
「『復旧』にとどまらない抜本的な『再構築』」などの基本理念の下、復旧・
復興に向けたさまざまな取り組みを進め、ハード面については多くの地域で
取り組みが完了した一方、被災者支援などのソフト面については今後も中
長期的な対応が必要です。
　本格的な人口減少、地域経済・社会の持続可能性の確保、大規模化・
多様化する自然災害、新型コロナウイルス感染症の感染拡大といった時代
の転換期に直面する中、その先にある宮城の明るい未来を描いていくこと
が求められています。
　県では、これまでの「宮城の将来ビジョン」や「宮城県震災復興計画」等に掲
げる理念を継承し、一つの計画に統合するとともに、今後見込まれる社会の変化
等を踏まえながら、将来の宮城のあるべき姿や目標の実現に向けて取り組むべき
施策を明らかにする「新・宮城の将来ビジョン」を令和２年12月に策定しました。
　「宮城県震災復興計画」を受け継ぐ「被災地の復興完了に向けたきめ細や
かなサポート」と、政策推進の基本方向である宮城の未来をつくる４本柱、「富
県宮城を支える県内産業の持続的な成長促進」「誰もが安心していきいきと暮
らせる地域社会づくり」「強靱で自然と調和した県土づくり」「社会全体で支え
る宮城の子ども・子育て」の「１＋４」の柱の下、県政を推進してまいります。
　震災からの復興を成し遂げ、県民一人ひとりがいつまでも安心して暮らせる
宮城、元気で躍動する宮城を県民の皆さまとともに築き上げてまいりたいと考
えておりますので、皆さま方の一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。
　結びに、貴協会の一層の御発展と会員の皆さまのご活躍、ご健勝をお
祈り申し上げまして、お祝いの言葉といたします。

1
9
6
1
年
（
昭
和
36
年
）

▽
戦
後
の
戦
災
復
興
諸
制

度
の
変
革
に
よ
り
設
計
事

務
所
の
開
設
者
が
急
増
す

る
中
、
会
員
16
人
で
任
意

団
体
「
宮
城
県
建
築
設
計

家
協
会
」
を
設
立
▽
初
代

会
長
に
横
山
芳
夫
氏
就
任

1
9
6
2
年

▽
全
国
建
築
士
事
務
所
協

会
連
合
会
か
ら
入
会
勧
誘

を
受
け
る

1
9
6
6
年

▽
仙
台
商
工
会
議
所
か
ら

卸
商
団
地
内
建
築
物
の
設

計
を
受
託

1
9
6
7
年

▽「
仙
台
卸
商
セ
ン
タ
ー

設
計
協
力
会
」を
発
足（
会

員
13
人
）

1
9
7
0
年

▽「
仙
台
市
卸
商
セ
ン
タ
ー
」

が
完
成
し
、
同
設
計
協
力
会

を
解
散

1
9
7
2
年

▽
創
立
10
周
年
記
念
祝
賀

会
を
開
催
▽
法
人
化
実
現

決
議
案
を
採
択
し
特
別
委

員
会
設
置

1
9
7
6
年

▽
新
会
長
に
芳
賀
仁
氏
就

任
▽
全
事
連
と
東
北
６
県

関
係
団
体
が
懇
談
会

1
9
7
7
年

▽
創
立
15
周
年
記
念
祝
賀

会
を
開
催

1
9
8
0
年

▽
規
約
改
正
に
よ
り
準
会

員
、
賛
助
会
員
を
設
け
る

1
9
8
1
年

▽「
宮
城
県
建
築
士
事
務
所

協
会
」
に
名
称
変
更
し
、
社

団
法
人
化
▽
日
事
連
に
入
会

1
9
8
4
年

▽
第
４
回
総
会
で
日
事
連

第
11
回
全
国
大
会
宮
城
大

会
開
催
を
決
議

1
9
8
6
年

▽
仙
台
市
民
会
館
で
日
事
連

第
11
回
全
国
大
会
を
開
催
、

全
国
か
ら
約
１
０
０
０
人
が

参
加

1
9
8
7
年

▽
新
会
長
に
安
倍
弘
氏
就
任

1
9
8
8
年

▽
準
会
員
制
度
廃
止

1
9
8
9
年
（
平
成
元
年
）

▽
仙
台
市
に
業
務
報
酬
建

設
省
告
示
第
１
２
０
６
号

の
順
守
を
要
望

1
9
9
0
年

▽
建
設
省
告
示
第
1
2
0
6

号
周
知
徹
底
の
た
め
記
者
会

見
、
東
北
地
方
建
設
局
、
宮

城
県
、
仙
台
市
に
要
望

1
9
9
1
年

▽
創
立
30
周
年
記
念
式
典

▽
創
立
30
周
年
記
念
事
業

の
建
築
賞
・
ま
ち
づ
く
り

賞
入
賞
作
品
を
発
表

1
9
9
2
年

▽
新
会
長
に
千
田
仁
氏
就

任
▽
賛
助
会
（
ビ
ー
バ
ー

会
）
結
成

1
9
9
4
年

▽
初
の
会
員
全
体
会
議
を

開
催
▽
建
築
無
料
相
談
を

開
始

1
9
9
5
年

▽
宮
城
県
と
意
見
交
換
会

を
開
催

1
9
9
6
年

▽
県
内
の
工
業
高
校
、
専

門
学
校
・
短
大
建
築
科
の

卒
業
生
を
対
象
に
「
卒
業

設
計
作
品
展
」
を
創
設

1
9
9
8
年

▽
鈴
木
弘
人
氏
が
会
長
就
任

▽
青
年
部
会
を
創
設
▽
仙
台

支
部
創
設
▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

開
設

1
9
9
9
年

▽
第
１
回
政
経
フ
ォ
ー
ラ

ム
開
催
▽
青
年
部
会
が
第

１
回
リ
レ
ー
レ
ク
チ
ャ
ー

開
催

2
0
0
0
年

▽
仙
南
支
部
設
立
▽
１
円

入
札
問
題
で
東
和
町
に
要

望
書
提
出

2
0
0
1
年

▽
創
立
40
周
年
記
念
式
典

を
開
催
▽
仙
北
支
部
、
石

巻
支
部
設
立

2
0
0
2
年

▽
新
会
長
に
平
田
日
良
支

氏
就
任
▽
建
築
設
計
６
団

体
東
北
サ
ミ
ッ
ト
開
催

2
0
0
3
年

▽「
宮
城
県
建
築
設
計
事

務
所
協
会
」
に
名
称
変
更

▽
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
開
催

▽
宮
城
県
北
部
地
震
で
応

急
危
険
度
判
定
支
援
▽
石

巻
支
部
設
立

2
0
0
4
年

▽
耐
震
診
断
促
進
室
設

置
、
全
体
会
議
開
催
▽
新

潟
中
部
地
震
で
県
の
要
請

を
受
け
応
急
危
険
度
判
定

支
援
▽
中
学
校
防
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
（
松

島
中
学
校
）

2
0
0
5
年

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
▽
建
築
構
造
計
算
書
偽

装
問
題
相
談
窓
口
設
置
（
検

証
総
数
１
３
３
棟
）▽
社
会

貢
献
事
業
―
東
北
楽
天
イ
ー

グ
ル
ス
観
戦
招
待
（
児
童
養

護
施
設
小
学
生
か
ら
高
校
生

１
０
０
人
）

2
0
0
6
年

▽
創
立
45
周
年
記
念
事
業

▽
地
下
鉄
東
西
線
事
業
へ

の
参
画
を
仙
台
市
に
要
望

▽
女
性
部
会
発
足
▽
新
会

長
に
栗
原
憲
昭
氏
就
任

2
0
0
7
年

▽
改
正
建
築
士
法
に
あ
わ
せ

「
宮
城
県
建
築
士
事
務
所
協

会
」
に
名
称
変
更
▽
大
崎
支

部
設
立
▽
改
正
建
築
基
準
法

対
応
委
員
会
設
置

2
0
0
8
年

▽
み
や
ぎ
建
築
未
来
賞
を

創
設
、
公
開
審
査
開
催

2
0
0
9
年

▽
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
創
設
▽
建

築
設
計
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
開
設
▽
国
土
交
通
省

告
示
15
号
の
新
設
計
報
酬

基
準
を
め
ぐ
り
設
計
３
団

体
が
意
見
交
換
▽
新
業
務

報
酬
基
準
の
順
守
と
依
頼

度
規
定
の
削
除
を
県
内
市

町
村
に
要
望

2
0
1
0
年

▽
50
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
旧
東
北
税
理
士

会
館
を
取
得
し
、
宮
城
県

建
築
設
計
会
館
を
開
所

▽
新
業
務
報
酬
基
準
積
算

ソ
フ
ト
開
発

2
0
1
1
年

▽
東
日
本
大
震
災
で
応
急

危
険
度
判
定
、
被
災
宅
地

危
険
度
判
定
を
支
援
▽
日

事
連
と
共
同
で
建
築
復
興

支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
▽
み

や
ぎ
地
域
型
復
興
住
宅
連

絡
会
議
開
催
▽
事
務
所
登

録
業
務
開
始
へ
定
款
改
正

2
0
1
3
年

▽
木
造
建
築
研
究
会
を
設
置

2
0
1
6
年

▽
名
取
市
に
建
設
を
進
め

て
い
た
「
み
ん
な
の
木
材

資
料
館
」
が
完
成

2
0
1
7
年

▽
リ
フ
ォ
ー
ム
・
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
研
究
会
を
設
置
▽
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
耐
震
診

断
・
改
修
設
計
費
や
一
般
改

修
設
計
費
を
適
正
に
算
定
で

き
る
宮
事
協
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
を
本
格
運
用
▽
災
害
時

に
は
応
急
仮
設
住
宅
と
し
て

も
活
用
で
き
る
健
康
・
省
エ

ネ
型
小
規
模
住
宅
を
開
発

2
0
1
8
年

▽
新
会
長
に
髙
橋
清
秋
氏

就
任
▽
仙
台
市
と
空
き
家

防
止
へ
既
存
住
宅
活
用
に

向
け
相
談
体
制
の
構
築
に

関
す
る
協
定
を
締
結

2
0
1
9
年
（
令
和
元
年
）

▽
設
計
3
団
体
が
宮
城
県

内
市
町
村
に
最
低
制
限
価

格
・
低
入
札
価
格
調
査
基

準
整
備
の
設
定
や
引
き
上

げ
を
求
め
る
合
同
の
要
望

活
動
を
展
開

2
0
2
0
年

▽
構
成
員
で
あ
る
宮
城
県

木
造
応
急
仮
設
住
宅
建
設

協
議
会
が
宮
城
県
、
仙
台

市
と
災
害
時
に
お
け
る
応

急
仮
設
住
宅
の
建
設
に
関

す
る
協
定
締
結
▽
創
立
60

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
会
員
事
務
所
の
開
設

者
・
管
理
建
築
士
の
た
め

の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催

2
0
2
1
年

▽
宮
城
県
七
ヶ
浜
町
に
建

設
し
た
地
域
型
復
興
モ
デ

ル
住
宅
を
七
ヶ
浜
町
に
寄

贈
▽
石
巻
市
と
地
震
災
害

時
の
応
急
対
策
活
動
協
力

に
関
す
る
協
定
締
結

宮城県知事

村井　嘉浩

笑顔咲く「新たな杜の都」の
実現に大きな役割を

　この度は、宮城県建築士事務所協会が創立60周年
を迎えられますことを、心よりお祝い申し上げます。
　貴協会におかれましては、研修会や講演会等の開催
により、会員であります建築士事務所の技術力向上に
ご尽力たまわりますとともに、建築に係る身近な相談窓
口である「みやぎ建築相談所」の設置や建築主等から
の苦情解決に取り組まれるなど、日ごろよりさまざまな活
動を通じて健全かつ安全なまちづくりならびに良質なストック形成に貢献され
ておりますことに対し、改めて深く敬意を表します。
　また、本市に甚大な被害をもたらした昭和53年の宮城県沖地震や平成23
年の東日本大震災の経験から、命を守る上で建物の安全性向上が非常に
重要であることを痛感しており、震災に備えて貴協会が担っている木造戸建
住宅の耐震診断支援や、応急危険度判定士の派遣による避難所の安全確
認支援、さらには空き家の未然防止に向けた既存住宅の活用相談対応な
ど、貴協会には本市の安全安心のまちづくりにおいて大きな役割を担ってい
ただいておりますことに対し、重ねて御礼申し上げます。
　貴協会が創立された昭和30年代の本市は、戦災で焼失した中心市街地
の復興事業が行われ、旧来の城下町的様相から近代都市の市街地へと生
まれ変わる変革の時期でした。当時、整備された青葉通、定禅寺通、東
二番丁通等の広幅員の幹線道路を有する街並みは、ケヤキ並木に彩られ、
昭和から平成、そして令和へと時代が移り変わる中で、常に市民に憩いと
潤いを与えながら、「杜の都」を象徴する顔として、多様な機能が集積し、
魅力・活力にあふれた東北を代表する都市の発展を支えてまいりました。
　その都市に佇む建物は、社会活動や生活の場を支える器としてだけでな
く、優れた都市景観を形成する非常に重要な資産であり、今日の緑豊かな
自然と都市機能が調和した仙台の街並みは、貴会員の皆さまの高度な技
術力と卓越した想像力によるものが大きいと考えております。
　本市は、令和３年３月に新たに総合計画を策定し、「挑戦を続ける、新た
な杜の都へ－‘The Greenest City’SENDAI－」を理念として掲げ、今後
10年間のまちづくりを進めるスタートを切ったところです。社会情勢や価値観
の変容に柔軟に対応し、変革とチャレンジを続けながら、人との絆や先人が
築き上げてきた杜の都の風土を未来に引き継いでいくために、民間開発や企
業立地の促進を図る都心再構築や、再生可能エネルギーの導入をはじめと
する脱炭素都市づくり、緑地の保全ならびに良好な都市景観の形成等によ
る歴史と文化が息づくまちづくりなど、さまざまな取り組みを通じて、仙台の
ポテンシャルを高め、世界から選ばれるまちとなるよう挑んでまいります。
　市役所本庁舎の建替えや仙台駅周辺の大規模民間開発の機運の高ま
り、都心まちづくりの核となる定禅寺通の活性化など、仙台の未来を形作る
プロジェクトはすでに始まっております。貴協会および会員の皆さまにおかれ
ましては、笑顔咲く「新たな杜の都」の実現に向け、今後ともお力添えをた
まわりますようお願い申し上げます。
　結びに、貴協会のますますのご発展ならびに会員の皆さまのご健勝を祈
念いたしまして、お祝いの言葉といたします。

時代の転換期の今、未来に備え
持続可能な発展へ

　貴協会創立60周年おめでとうございます。長い年月
に亘って会の発展に尽力されてきた歴代会長をはじめ役
員、会員の皆さまの努力の賜物であり心よりお慶び申し
上げます。特に東日本大震災以降のこの10年は、震災
からの建築物復興と宮城県民の住生活再建に多大な
貢献をした10年であり、貴協会にとっても特筆すべき10
年であったことを想いますと、貴協会の労苦、関係の
方々に日事連としても心より感謝と60周年のお祝いを申し
上げます。
　貴協会が東日本大震災後、いち早く設立された宮城県建築復興支援セ
ンターを全国的に支援する形で日事連も参加し建築復興支援センターが平
成23年6月に設立されました。被災者の不安解消と住宅再建の相談に迅速
な現地派遣等を行い積極的に対応してきました。罹災調査には会員事務所
1万4,000名余が協力し住宅復興に大いに寄与されました。被災者の安心と
被災建築物の安全に貢献したことは一般社会から高い評価を受けました。
　また、熊本地震においては復旧復興再建について熊本県建築士事務所
協会の要請を受けて、経験を生かし全国の仲間を支援する役目も果たして
貢献されました。近年は気候変動の影響もあり自然災害の頻発が懸念さ
れ、コロナ禍に加えて今年も水害が全国で発生しています。さらにこの2年
はコロナ禍の影響で協会活動も自粛しがちでありますが、自然災害を克服
し、専門家として安全安心の家づくり街づくりに貢献し、アフターコロナの未
来を見据えて進むべきであると感じています。貴協会がその先頭に立って自
然災害復旧の貢献活動を進められていることに敬意を表する次第です。
　災害復興支援のみならず社会貢献の一環として、将来建築を志す、建
築系学科を有する県内高校や専門学校の学生対象に『みやぎ建築未来
賞』表彰を実施して将来の人材育成に積極的に貢献しておられることは素
晴らしいことと称賛申し上げます。市民文化団体や官学を巻き込み広範な
広がりをもって、また、今年27回目を数える継続的活動で社会貢献してきま
した。この長い歴史の中で多くの若者が、この賞に背中を押され自信をもっ
て建築設計界に巣立って行ったことは、間違いなく大いに人材育成に貢献
してきたと確信しています。
　これからの10年を想像しますと耐震性向上や頻発する自然災害対応に加
え、時代の転換期の今、未来に備えたデジタル化やグリーンリノベーションも
重要となっています。建築設計界を取り巻く環境は、BIMや業務改革を含
むデジタル化の急激な波、2050カーボンニュートラルを目指す取り組み、
SDGsの推進と課題は山積みです。日事連では将来を見据えて『単位会組
織強化支援事業』に注力し協会のサスティナブルな発展に努めています。
　苦難の10年の中で大震災からの復旧・復興に努めた貴協会の活力と情
熱は、この60周年を迎えられたことを機に、新しい時代への新たな発展へ
と結びつけられるものと確信しています。結びとなりますが、貴協会の益々
ますますの発展と会員の方々のご健勝を祈念申し上げ私のご挨拶とさせて
いただきます。

仙台市長

郡　　和子
一般社団法人
日本建築士事務所
協会連合会　会長

児玉　耕二

宮
城
県
建
築
士
事
務
所
協
会

60
年
の
あ
ゆ
み

宮城県建築士事務所協会
創立60周年特集
祝 

辞
祝 

辞
祝 

辞

プールと水遊具、温浴施設の総合メーカー

最近の施工実績

宮城県東松島市
宮城県仙台市
岩手県陸前高田市
山形県村山市
山形県東根市
福島県広野町

福島県郡山市

鳴瀬桜華小学校
仙台南高等学校
総合交流センター
楯岡小学校
神町小学校
ふたば未来学園
中学校・高等学校
日和田中学校

高強度樹脂接合方式
非溶接工法

 https://www.ykkap.co.jp/search-b/

識
常
の
で
ま
ま
い

識
常
の
ら
か
れ
こ

これまで当たり前のように用いられてきた鉄筋溶接に
よるＲＣ造建物のサッシ施工は、さまざまなリスクを
抱えていました。

非溶接工法は粘性のある樹脂剤でアンカー部分を覆い、樹
脂剤の硬化によりサッシを躯体に固定する業界初の新工法
です。無火気ですからさまざまなリスクが回避されます。



女性部会による花壇整備女性部会による花壇整備

台風19号に被害おける建設相談窓口台風19号に被害おける建設相談窓口

髙橋清秋会長髙橋清秋会長

東日本大震災の対応に対し宮城県から感謝状を
受ける（2012年2月）

東日本大震災の対応に対し宮城県から感謝状を
受ける（2012年2月）

第27回みやぎ建築未来賞審査会（2021）のようす第27回みやぎ建築未来賞審査会（2021）のようす

次世代に引き継ぐ活動を展開 一般社団法人 宮城県建築士事務所協会

髙橋清秋会長に聞く

創
立
60
周
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

賛
助
会　

会
員
一
同

　
建
築
士
事
務
所
の
健
全
な
発
展
と
建
築

文
化
の
向
上
を
目
指
し
て
活
動
し
て
き
た

一
般
社
団
法
人
宮
城
県
建
築
士
事
務
所
協

会
が
創
立
60
周
年
を
迎
え
た
。
建
築
相
談

な
ど
公
益
活
動
を
は
じ
め
、
建
築
設
計
を

取
り
巻
く
環
境
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た

ほ
か
、
度
重
な
る
災
害
に
も
尽
力
。
60
周

年
を
迎
え
、
髙
橋
清
秋
会
長
に
こ
れ
ま
で

の
軌
跡
と
今
後
の
方
向
性
を
伺
っ
た
。

●
創
立

    60
周
年
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。

髙
橋　

先
輩
た
ち
が
任
意

団
体
と
し
て
宮
城
県
建
築

設
計
家
協
会
を
立
ち
上
げ

て
以
来
、
今
日
60
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
苦
労
さ
れ
た

先
輩
た
ち
、
支
え
て
く
れ

た
副
会
長
始
め
理
事
、
会

員
の
活
動
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
で
あ
り
、
先
輩
諸
氏
、

各
会
員
に
対
し
て
、
心
か

ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

●
髙
橋
会
長
は

    20
年
前
か
ら

理
事
を
務
め
て
い
ま
す
。協

会
の
活
動
で
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
。

髙
橋　

理
事
に
就
任
し
た

後
、
2
0
0
3
年
に
宮
城

県
北
部
を
震
源
と
す
る
北

部
連
続
地
震
が
発
生
し
ま

し
た
。
鳴
瀬
町
、
矢
本
町
、

河
南
町
周
辺
で
大
き
な
被

害
が
発
生
し
た
た
め
、
協

会
が
応
急
危
険
度
判
定
に

協
力
し
ま
し
た
。
次
の
年

の
04
年
に
は
、
新
潟
県
中

越
地
震
が
発
生
し
、
宮
城

県
を
通
し
て
応
急
危
険
度

判
定
の
支
援
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。
会
員
か
ら
支
援

を
募
り
、
わ
た
し
が
陣
頭

指
揮
を
取
る
形
で
協
力
し

ま
し
た
。
３
日
間
の
活
動

を
終
え
帰
県
し
ま
し
た
が
、

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

応
急
危
険
度
判
定
は
、

安
全
は
緑
、
注
意
喚
起
は

黄
、
危
険
は
赤
の
紙
を
建

物
に
貼
る
わ
け
で
す
が
、

そ
れ
っ
き
り
で
終
わ
り
な

ん
で
す
。
２
次
被
害
を
な

く
す
た
め
の
判
定
で
も
、

１
軒
１
軒
回
る
う
ち
に
「
自

分
の
家
は
ど
う
か
」
な
ど

の
相
談
を
受
け
る
、
や
は

り
紙
を
貼
り
っ
ぱ
な
し

じ
ゃ
い
け
な
い
と
の
話
に

な
り
、
応
急
危
険
度
判
定

時
に
お
け
る
応
急
支
援
体

制
を
構
築
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
被

災
し
た
人
が
自
分
の
家
に

帰
っ
て
い
い
の
か
ど
う
か

わ
か
ら
ず
帰
れ
な
い
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
に
対
応
す

る
組
織
が
必
要
だ
と
考
え

た
の
で
す
。

　

ま
た
、
宮
城
県
は
平
均

37
年
周
期
の
宮
城
県
沖
地

震
発
生
が
ひ
っ
迫
し
て
い

る
状
況
で
、
そ
れ
に
備
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も

考
え
て
い
ま
し
た
。
応
急

危
険
度
判
定
に
お
け
る
復

旧
支
援
、
被
災
度
区
分
判

定
も
存
在
し
ま
す
が
、
も
っ

と
簡
易
的
な
復
旧
支
援
の

体
制
や
被
災
度
に
応
じ
た

簡
易
的
な
費
用
の
算
出
な

ど
、
判
断
す
る
人
が
同
じ

目
線
で
対
応
で
き
る
よ
う

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
始
め

ま
し
た
。
最
終
段
階
ま
で

漕
ぎ
つ
け
た
の
で
す
が
、

諸
事
情
に
よ
り
策
定
作
業

を
中
断
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
時
を
お
か
ず

東
日
本
太
平
洋
沖
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。
宮
城
県
か
ら

民
間
の
人
た
ち
の
相
談
支
援

要
請
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
元
に
支
援
体

制
を
構
築
し
対
応
に
当
た
り

ま
し
た
。
こ
こ
20
年
間
、
三

陸
沖
地
震
、
岩
手
・
宮
城
内

陸
地
震
も
発
生
す
る
な
ど
、

宮
城
県
で
は
次
々
と
災
害
が

発
生
し
ま
し
た
が
、
そ
の
度

に
会
員
一
丸
と
な
り
対
応
し

ま
し
た
。

●
東
日
本
大
震
災
で
の
具

体
的
な
対
応
は
。

髙
橋　

地
震
直
後
か
ら
１

万
２
５
４
０
件
、
延
べ
５

２
１
人
で
応
急
危
険
度
判

定
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

日
事
連
の
資
金
援
助
に
よ

り
13
年
６
月
に
復
興
支
援

セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、

公
共
建
築
物
の
災
害
調
査

支
援
、
被
災
建
築
物
復
旧

再
建
相
談
な
ど
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
被
災
地
で
は

弁
護
士
が
中
心
の
法
テ
ラ

ス
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
に

延
べ
1
2
1
人
を

派
遣
し
ま
し
た
。

石
巻
市
の
罹
災
２

次
調
査
で
は
、
行

政
職
員
と
被
災
建

物
を
ま
わ
り
調
査

棟
数
７
４
６
５

棟
、
延
べ
人
数
１

４
０
５
９
名
の
建

築
士
が
協
力
し
２

年
間
行
わ
れ
ま
し

た
。
中
越
地
震
を

教
訓
に
作
成
し
た
復
旧
工

事
費
概
算
シ
ー
ト
を
も
と

に
自
力
再
建
の
被
災
者
の

相
談
対
応
を
３
３
５
７
件

行
い
ま
し
た
。
16
年
の
熊

本
地
震
発
生
後
に
は
、
こ

れ
ら
対
応
状
況
の
資
料
提

供
の
ほ
か
、
レ
ク
チ
ャ
ー

も
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
災
害
を
経
験
し
た
私
た

ち
の
役
割
は
、
こ
れ
か
ら

起
こ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う

と
こ
ろ
に
行
き
、
そ
し
て

啓
発
活
動
を
す
る
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
令
和
元
年
台
風

    19
号
の

被
害
で
は
、被
災
者
支
援
建

築
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

髙
橋　

宮
城
県
か
ら
「
被

災
面
積
は
東
日
本
大
震
災

に
匹
敵
す
る
面
積
が
被
災

し
て
い
る
」
と
い
う
情
報

が
入
り
ま
し
た
。
住
宅
再

建
相
談
へ
の
対
応
の
協
力

要
請
が
あ
り
、
会
員
を
集

め
て
ど
の
よ
う
な
体
制
を

構
築
す
れ
ば
い
い
の
か
を

議
論
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
設
計
業
界
だ
け
で
は
、

な
か
な
か
復
旧
再
建
が
進

ま
な
い
と
考
え
、
東
日
本

大
震
災
後
に
立
ち
上
げ
た

宮
城
県
地
域
型
復
興
住
宅

推
進
協
議
会
の
組
織
を
活

用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
設
計
、

建
設
業
、
専
門
工
事
業
、

職
組
合
、
森
林
組
合
、
建

築
資
材
な
ど
建
設

13
団
体
が
メ
ン

バ
ー
の
た
め
ス

ム
ー
ズ
に
活
動
で

き
る
と
考
え
ま
し

た
。
特
に
被
害
が

大
き
か
っ
た
丸
森

町
を
集
中
的
に
支

援
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
そ

の
年
の
暮
れ
に
中

華
人
民
共
和
国
の

武
漢
で
新
型
コ
ロ

ナ
が
発
生
し
、
翌

年
正
月
明
け
か
ら

人
を
た
く
さ
ん
集
め
て
の

相
談
業
務
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

こ
の
た
め
個
別
お
よ
び
少

人
数
で
の
相
談
業
務
に
切

替
え
、
早
く
普
通
の
生
活

に
戻
れ
る
よ
う
、
現
在
も

継
続
し
て
支
援
を
続
け
て

い
る
状
況
で
す
。
会
員
の

中
に
は
い
ま
で
も
丸
森
町

に
通
っ
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
そ
の
協
力
に
は
頭
が

下
が
り
ま
す
。

●
2
0
0
6
年
に
女
性
部

会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

髙
橋　

会
員
企
業
の
所
員

の
中
に
は
、
女
性
も
多
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。
そ
の
方
々

を
含
め
協
会
活
動
に
協
力

し
て
欲
し
い
と
の
趣
旨
で

女
性
部
会
を
設
置
し
ま
し

た
。
男
性
で
は
な
か
な
か

●
今
後
の
協
会
活
動
の
展

開
は

髙
橋　

第
一
に
改
正
品
確

法
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た

運
用
指
針
で
ダ
ン
ピ
ン
グ

対
策
が
議
論
さ
れ
、
調
査
、

設
計
が
明
確
に
位
置
付
け

ら
れ
、
受
注
者
の
適
正
利

潤
確
保
が
発
注
者
の
責
務

と
な
り
ま
し
た
。
最
低
制

限
価
格
は
宮
城
県
内
の
３

分
の
２
の
市
町
村
が
設
け

て
い
ま
せ
ん
。
最
近
で
も

予
定
価
格
の
２
割
で
の
入

札
が
発
生
し
、
調
査
し
ま

す
と
は
名
ば
か
り
で
常
軌

を
逸
脱
し
た
低
価
格
で
の

委
託
金
額
の
契
約
は
、
給

与
体
系
・
福
利
厚
生
の
充

実
、
さ
ら
に
は
建
築
設
計

業
界
が
果
た
す
べ
き
社
会

貢
献
の
意
欲
を
妨
げ
、
次

世
代
の
担
い
手
確
保
の
障

害
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。
最
低
制
限
価
格
、

低
入
札
価
格
調
査
基
準
制

度
の
設
定
や
引
き
上
げ
に

向
け
市
町
村
に
強
く
働
き

掛
け
て
い
き
ま
す
。
業
が

成
り
立
た
な
く
な
れ
ば
、

最
終
的
に
困
る
の
は
地
域

住
民
な
の
で
す
。

　

建
築
士
は
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
、
若
い
人
材
を
確

保
・
育
成
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
残
業
が
多
く
低

収
入
で
、
福
利
厚
生
も
乏
し

い
業
界
に
若
者
は
入
っ
て
き

ま
せ
ん
。
働
き
方
改
革
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
会
社

が
利
益
を
出
す
こ
と
が
欠
か

せ
ず
、
最
低
制
限
価
格
の
設

定
・
引
き
上
げ
は
絶
対
条
件

で
す
。
ま
た
、
目
ま
ぐ
る
し

い
ス
ピ
ー
ド
で
Ｉ
Ｔ
化
が
進

行
し
て
い
ま
す
。
建
築
分
野

で
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
活
用
な
ど
に

よ
り
業
務
を
減
ら
せ
る
部
分

が
あ
れ
ば
積
極
的
に
導
入
す

る
な
ど
し
、
し
っ
か
り
し
た

会
社
運
営
の
た
め
に
協
会
が

汗
水
流
し
、
次
世
代
に
引
き

継
い
で
い
け
る
た
め
の
活
動

を
今
後
も
展
開
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

気
付
か
な
い
点
を

女
性
は
指
摘
し
て

く
れ
ま
す
。
活
動

の
一
環
と
し
て
、

宮
城
県
建
築
設
計

会
館
の
正
面
に
花

壇
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
こ
に
四
季
折
々

の
花
を
植
栽
し
、

道
行
く
人
に
も
潤

い
を
提
供
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。

新
潟
県
中
越
地
震
き
っ
か
け
に

応
急
支
援
体
制
構
築
へ

復
旧
支
援
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ

再
建
相
談
な
ど
実
施

被
災
者
支
援
建
築
相
談
を
継
続
中

（
丸
森
町
）

低
入
札
の
問
題
な
ど
強
く
働
き
か
け

若
い
人
材
の
確
保・育
成
が
重
要

近
年
の
学
生
ら
は
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
挑
戦

（
み
や
ぎ
建
築
未
来
賞
）

●
将
来
の
建
築
士
を
目
指
す

若
者
の
た
め
に
、み
や
ぎ
建
築

未
来
賞
を
主
催
し
て
い
ま
す
。

髙
橋　

生
徒
、
学
生
の
た

め
の
創
意
工
夫
と
発
表
の
場

と
し
て
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
21

年
度
で
27
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
毎
年
テ
ー
マ
を
与
え
、

作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
設
計
を
す
る

際
、
昔
は
ド
ラ
フ

タ
ー
と
い
わ
れ
る
製

図
板
を
使
っ
て
図
面

を
手
書
き
で
描
い
て

い
ま
し
た
。
手
書
き

は
技
量
が
問
わ
れ
ま

す
が
、
近
年
は
Ｃ
Ａ

Ｄ
ソ
フ
ト
を
使
っ
て

Ｐ
Ｃ
で
図
面
を
描
き

ま
す
。
良
い
面
と
悪

い
面
が
あ
る
と
も
感

じ
ま
す
が
、Ｉ
Ｔ
化

に
よ
り
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
い
作
品
も
見
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

ね
。
19
年
の
作
品
で
は
、

火
星
に
住
宅
を
建
設
す
る

と
い
う
作
品
も
あ
り
ま
し

た
。
映
像
も
含
め
ビ
ジ
ュ

ア
ル
化
が
大
き
く
進
ん
で

お
り
、
学
生
ら
も
時
代
の

変
化
に
う
ま
く
対
応
し
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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装
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業
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表
取
締
役
　

阿
部　
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台
市
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区
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目
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ー
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電
話　

０
２
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４
）３
３
４
３
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式
会
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ノ

代
表
取
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田
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ー
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電
話　

０
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光
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台
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丁
目
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０
４
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会
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代
表
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話　
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会
社 
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業

代
表
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台
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表
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二
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台
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扇
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１
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ン
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Ａ
Ｃ
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社
長
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高
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台
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丁
目
１
ー
33

電
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）０
２
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２
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平
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気
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式
会
社

代
表
取
締
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社
長
　

佐
々
木
勝
彦

仙
台
市
若
林
区
卸
町
東
１
丁
目
４
ー
23

電
話　
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２
２（
２
９
０
）５
４
９
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髙
橋
屋
根
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　

髙
橋　

一
美

宮
城
県
石
巻
市
蛇
田
字
北
経
塚
12
ー
11

電
話　

０
２
２
５（
２
２
）８
６
８
２

中
央
鋼
建
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　

本
多　

和
義

仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町
７
丁
目
７
ー
14

電
話　

０
２
２（
２
５
９
）３
２
３
２

東
北
浅
野
防
災
設
備
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　

宮
原　

晋
作

仙
台
市
若
林
区
六
丁
の
目
南
町
１
ー
10

電
話　

０
２
２（
３
５
２
）３
７
９
９

東
北
ポ
ー
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　

只
野　

恵
二

仙
台
市
青
葉
区
大
町
２
丁
目
15
ー
28

電
話　

０
２
２（
２
６
３
）５
２
５
２

東
洋
テ
ク
ノ
株
式
会
社

仙
台
支
店

支
店
長
　

田
代　

共
三

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
１
丁
目
５
ー
15　

日
本
生
命
仙
台
勾
当
台
南
ビ
ル

電
話　

０
２
２（
２
２
４
）１
６
９
８

ナ
シ
ョ
ナ
ル
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　

大
場　

秀
兵

仙
台
市
青
葉
区
上
愛
子
字
松
原
47
ー
12

電
話　

０
２
２（
３
９
２
）８
０
８
０

ニ
ッ
タ
ン
株
式
会
社

東
北
支
社

支
社
長
　

及
川　

和
明

仙
台
市
青
葉
区
中
央
１
丁
目
６
ー
35
ー
４
Ｆ

電
話　

０
２
２（
２
６
６
）６
１
１
１

フ
ジ
電
子
興
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　

佐
藤　

雅
宣

仙
台
市
太
白
区
鈎
取
本
町
１
丁
目
６
ー
１

電
話　

０
２
２（
２
４
４
）７
７
３
８

古
川
電
気
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　

茂
泉　

勝
弘

仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町
２
丁
目
１
ー
10

電
話　

０
２
２（
２
３
６
）６
０
３
１

株
式
会
社 

堀　
　
　
　

越

代
表
取
締
役
　

堀
越　

良
克

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
３
丁
目
５
ー
22

電
話　

０
２
２（
２
５
８
）６
７
６
８

前
田
製
管
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　

前
田　

直
之

山
形
県
酒
田
市
上
本
町
６
ー
７

電
話　

０
２
３
４（
２
３
）５
１
１
１

三
菱
電
機
株
式
会
社

東
北
支
社

支
社
長
　

谷
口　
　

実

仙
台
市
青
葉
区
花
京
院
１
丁
目
１
ー
20

電
話　

０
２
２（
２
１
６
）４
５
１
１

一
般
社
団
法
人 

宮
城
県
建
築
士
会

会
長
　

砂
金　

隆
夫

仙
台
市
宮
城
野
区
二
十
人
町
３
０
１
ー
３

電
話　

０
２
２（
２
９
８
）８
０
３
７

一
般
財
団
法
人 

宮
城
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

理
事
長
　

三
浦　

俊
德

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
１
丁
目
１
ー
20

電
話　

０
２
２（
２
６
２
）０
３
６
９

株
式
会
社 

ミ 

ヤ 

ッ 

ク 

ス

代
表
取
締
役
　

髙
橋　

蔵
人

仙
台
市
泉
区
寺
岡
１
丁
目
１
ー
３

電
話　

０
２
２（
７
７
７
）５
８
８
８

ワ
タ
ヒ
ョ
ウ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　

渡
邉　

能
宏

仙
台
市
若
林
区
卸
町
３
丁
目
４
ー
２

電
話　

０
２
２（
２
３
２
）４
２
８
１


